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  （単位：千円） 
総 務 局 予 算 要 求 の 内 容 

事 業 名 事 業 概 要 成 果 目 標 要 求 額 
検討が必要な事項 

歴史資料映像展示シ

ステム整備 

 

 

 

＜総務局＞

歴史資料館が所蔵している京都の歴史や文化に関

する様々な祭礼，風物の移り変わり等を記録した 16

ミリフィルムの映像をデジタル化し，高画質，高音質

で待ち時間がなく視聴できる映像展示システムを整

備する。 

貴重な映像資産をデジタル情

報として保存し，次の世代へと

引き継ぐとともに，京都の歴史

的・文化的魅力を市民，観光客，

修学旅行生等に発信する。 

11,655

□公民等役割分担の検討 
□既存施策との整合性検討 
■事業内容・実施手法の検討 
□後年度財政負担の検討 

市庁舎耐震改修 

 

 

 

 

 

 

＜総務局＞

建築後長期間が経過し，老朽化が進んでいる市庁舎

について，大規模地震発生時における市民，職員等の

安全の確保と庁舎機能の維持のため，耐震改修を実施

する。 

平成 18 年度及び平成 19 年度は，耐震改修実施計画

を策定する。 

市庁舎の防災機能の強化 36,225
□公民等役割分担の検討 
□既存施策との整合性検討 
□事業内容・実施手法の検討 
□後年度財政負担の検討 
施工期間中の執務スペース

の確保等について更に内部で

検討を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


